
【取組内容】 ① 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

川崎市立南河原小学校（神奈川県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

めあてと振り返りを共有する。

同期・非同期のかかわりを促す
声掛けをする。

様々な子どもたちに対する支援を想定して授業をつくり、
授業研の研究協議では「個」の学びから授業を語る。

見方・考え方を働かせる
掲示をし、声掛けをする。

子どもが見通しをもち計画を立てられるよう、学ぶ目的やつけたい力を明確にし
互いの計画を共有する。

一人一人の
子どもが主語
の学びへ 一人一人の子どもが課

題をもち、途中参照・
他者参照しながら学ぶ。

どの子も伸びる授業をめざす

個を起点とした学び計画（指導案）



【取組内容】 ② 情報活用能力の育成

川崎市立南河原小学校（神奈川県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

学習計画を立てるために、
この単元を通して学びたい
ことは何か、何を考えるべ
きなのかを学級全体で確認
する。

個人のめあてを共有、誰とどんな内容を
共有すればいいかを一人一人が判断する。

他者からの情報収集として途
中参照を大切に、友達の意見
から自分の考えを深めるよう
にする。

まとめやふりかえりはめあて
に沿って行う。ふりかえりの
形式として単元の見通しをも
たせるか他者参照ができるこ
とを容易にするかは実態と単
元によって検討する。



【取組内容】 ④ 校務DX

川崎市立南河原小学校（神奈川県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

授業∽校務∽研修

Googleサイトで校務を一元的に整理
教職員が操作を習得し、日常的に端末を活用できるようになる。

授業研究会では、学んだことを一人1シートにまと
め、他者参照するようにする。
授業と同じようにすることで、次の効果があった。
・めざす授業の方向性を全教職員で確認する。
・自分で実際やってみることで子どもがどこでつま
ずくのかなどが分かり、支援のポイントなどをつか
むことができる。

週の予定をGoogleカレンダーで学年の先生や子どもと
共有するなど、授業以外でどんどん活用する。
子どもも授業以外で進んで活用するようになる。Googe Chatで情報を共有する。

・業務連絡
・研修の共有
・指導案や教材の共有
・校長による毎日の授業参
観の内容共有
・教育委員会との連絡
即時的に共有でき、業務の
スピード感がUP 宿泊場所から写真の投稿も

公開授業もペーパーレスで
情報をサイトに集約



【取組内容】 ⑤ 横展開

川崎市立南河原小学校（神奈川県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

積極的に横展開を行っていくことを目標に、市内
外に公開授業を10回実施し、のべ約400名が参加した。
特に、中学校と合同開催・全クラス公開の参観日、
公開授業に加え川崎市のほかに東京都、神奈川県か
らもパネリストを集った「GIGAサミット」、午前・
午後と1日を通じて開催した「GIGAオープンスクー
ル」といったように、イベント性をもたせ、ともに
楽しく学び合える場をつくった。


